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令和３年９月放送分  
（日本の防衛 Q＆ A 及び自衛隊百科）  

 
 R3.8.25 収録  

 
【パーソナリティー】  

本日は、東北防衛局三沢防衛事務所の業務について、古川和久所

長と事務所の職員の方々にお話しを伺います。  
みなさん、よろしくお願いします。  
 

【所長】  
よろしくお願いします。  
三沢防衛事務所長の古川和久です。出身は青森県です。  
東 北防衛局は、宮城県仙台市に 所 在し、 東 北６ 県 を管 轄 し てい ま

すが、東北防衛局には、２つの防衛事務所が置かれています。  
その一つが青森県三沢市に設置されています。因みに三沢市は、

B1 グルメでグランプリをとった「ばら焼き」の発祥の地で、防衛事

務所の直ぐ近くに「ばら焼き」をこの世に送り出したお店がありま

す。  
 

【パーソナリティー】  
 「ばら焼き」は十和田市が有名ですが、三沢市が発祥だったので

すね。   
ところで、なぜ青森県三沢市に事務所を置いているのですか。  

 
【所長】  
 青森県には、陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊及び米軍の重

要な防衛施設が多く設置されています。その中でも青森県の太平洋

側、八戸市の北方に位置する三沢市には、米軍と航空自衛隊が共同

で使用する三沢飛行場があり、この三沢飛行場に関連する業務が多

いことから事務所が設置されています。決して「ばら焼き」が食べ

たいからとか「田酒」や「豊盃」など美味しい日本酒が多いからで

はありません。  
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【パーソナリティー】  
 なるほど。食べ物やお酒が美味しいからではなく、業務を効率的

に行うため三沢市に設置されているということですね。  
米軍の施設というと沖縄県を思い浮かべますが、青森県に米軍の

飛行場があるとは知らなかったです。  

 

【所長】  

 実は、青森県に所在する米軍施設の面積は、沖縄に次いで全国で

２番目です。三沢飛行場以外にも三沢飛行場の約２０ｋｍ北方には、

本土唯一の三沢対地射爆撃場があり、ここでは、航空機から地上に

向かって射撃訓練が行われています。また、メロンで有名な日本海

側のつがる市には、車力通信所が設置され、全国に２か所しかない

レーダー施設があります。  

 

【パーソナリティー】  

 飛行場だけでなく、射爆撃場やレーダー施設も設置されているの

ですね。なるほど。青森県に事務所が置かれている理由がわかりま

した。ところで、三沢防衛事務所では、どのような業務を行ってい

るのですか。  

 
【所長】  
三 沢防衛事務所は、防衛施 設周 辺 の「 地 方 公共 団 体や 地 元 住民 の

理解と協力の確保」が図られるよう地域に根差し、現地の窓口とし

て、連絡調整や資料収集などの業務を行っています。  
このため、地元自治体や地元住民の方々と直に接することが多く、

「地域を知る」「地元を知る」といった意味でも、できる限り地元

の「モノ」を手に取り、口にするよう心掛けています。  
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【パーソナリティー】  

 地域の名産にお詳しいのはそのためだったのですね。土地柄とは

良く言いますが、地方や地域によって、異なる風土があります。「地

元を知る」これが「理解と協力を得る」の第一歩ということですね。 

 それでは、そんな地域に根差す三沢防衛事務所の「組織」や「具

体的な業務内容」を教えていただけますか。  

 

【所長】  

 はい、三沢防衛事務所は、私、所長をはじめ、次長、労務対策官、

業務課、施設課、労務担当の２課５専門官６係で構成されており、

現在１８名が勤務しています。今日は、それぞれの担当も来ており

ますので、業務内容について、担当者から説明させていただきます。 

 まずは、業務課の髙山沙百合です。  

 
【髙山】  

 髙山と申します。出身は青森県です。  

私が勤務する業務課は、事務所内の総務、人事、会計などの管理

業務を行っています。  

また、米軍の事件・事故により住民の方々に損害を与えたとき、

その損害を受けた方々に賠償するための業務や米軍や自衛隊の訓練

により損失が生じた場合の補償をするための資料収集等を行ってい

ます。  

当課は、被害を受けられた方々との応接が多いため、その方々の

心に寄り添うことを常に心掛け業務を行っています。  

 

【所長】  

 業務課は、事務所全体の取り纏めとしての窓口業務なども行って

います。  

それでは、次に施設課の業務について、施設課の菊田優一郎から

説明します。  

 

 

 



 - 4 - 

【菊田】  

 菊田と申します。出身は宮城県です。  

 施設課は、防衛施設の設置や航空機等の運用によって生じる障害

を防止・軽減・緩和するための施策、例えば、河川や道路の改修な

どの各種工事、学校関係や住宅の防音工事への補助事業、建物など

の移転措置事業などに係る連絡調整を行っています。  

特に、住宅防音工事や移転措置事業は、住民の方々からの相談や

問合せが多いため、事業の制度について、わかりやすく迅速かつ丁

寧に説明するよう努めています。  

 

【所長】  

ほかにも、米軍や自衛隊の訓練に係る地元自治体への情報提供、

また、航空機等の騒音や基地の外に居住する米軍関係者による生活

習 慣 の 違 い か ら 生 ず る い ろ い ろ な 苦 情 へ の 対 応 な ど も 行 っ て い ま

す。  

 

【パーソナリティー】  

 苦情の対応は大変な仕事ですね。わかります。どのような苦情が

多いのですか。  

 

【所長】  

 やはり航空機等の騒音に関する苦情が最も多いです。年間約２０

０から３００件です。三沢飛行場には、米軍のＦ１６戦闘機や航空

自衛隊の最新鋭のＦ３５Ａ戦闘機が配備されており、これらの戦闘

機が離陸するときや、また飛行場上空をグルグルと旋回する訓練を

する場合には苦情電話が増えます。  

 それでは、最後に「労務」に関する業務について、労務対策係の

安藤濯から説明します。  
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【安藤】  

 労務を担当している安藤と申します。出身は宮城県です。  
米軍三沢基地などでは、約１，４００名の駐留軍労働者（いわゆ

る基地従業員と言っています）が、病院の看護助手、警備員、コッ

ク、自動車整備士など様々な職種で働いています。  
三沢防衛事務所は、基地従業員の雇用主として、採用や人事措置

の決定、給与の支給額の決定から支払いまで、また、福利厚生など

の業務も行っています。  
 
【パーソナリティー】  
 １，４００名も働いているのですか！  

１，４００名の給料の支払いとか…  

 大企業並みじゃないですか！労務担当は何名いらっしゃるので

すか。  

 
【安藤】  

 ５名で担当しています。ただし、基地従業員の方へ支払う給与の

計算などは、独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構、通称「エ

ルモ」と呼んでおりますが、そのエルモが行いますので、実際はエ

ルモと協力して業務を行っています。  
 

【パーソナリティー】  
 そうなんですね。  
 ところで基地従業員として基地で働きたい場合は、どうすればいいんで

すか。  
 
【安藤】  

 基地従業員の募集業務は、エルモが窓口となっておりますので、エルモ

のホームページやツイッターのほかハローワークの募集情報をご覧くださ

い。  
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【パーソナリティー】  
 はい。ありがとうございます。  
 それでは、最後に所長からリスナーの方々にメッセージをお願いします。 

 
【所長】  
 三沢防衛事務所は、地元をよく知り、地域に根差す事務所として、

地元の皆様の理解と協力が得られるよう努力してまいりますので、

今後ともよろしくお願いします。  
 
【パーソナリティー】  
 本日は、東北防衛局三沢防衛事務所の古川所長はじめ事務所職員

の方々からお話を伺いました。皆さんありがとうございました。  
 
【所長、所員】  
 ありがとうございました。  
 
【パーソナリティー】  

このコーナーでは、よりよい内容にしていくため、ラジオをお聞

きの皆さまからご意見・ご感想を募集しております。お聞きのコミ

ュニティ放送局までご連絡ください。  

 

 


